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完了試験研究成績（２０○○年○月作成）
第1区分　＞第２区分
　 ↑            ↑
研究対象樹種　専門区分の分類番号　（別紙３を参照）
------------------------------------------------------------------------------------
課題名：（記入例）イモ類・雑穀類の機能性の解明と利用技術の開発
小課題名：（記入例）①農作物のアントシアニン等の機能性評価
　　　　　　　　　（和食素材に含まれるアントシアニンの体内吸収性と機能性発現の解明）
　同一課題の中に複数の小課題が含まれる場合には、小課題名：①…、②…として、概要書を各々作成する。

　小課題名が不要な場合には、小課題名の行を削除する。
担当部署名：○○研究室（○○研）

　機関名の略称法は園芸学会大会発表原稿作成における「機関名の略称法」を参照

担当者名：○○□□、△△××                   　
協力分担：××大学・××学部、△△研・△△部・△△研究室
予算(期間)：予算区分（研究期間20xx-2013年度）
　　例）県単（2013年度）、実用開発（20010-2013年度）、温暖化適応（2012-2013年度）
------------------------------------------------------------------------------------
１．目的
　　　　　研究を取り上げた理由と解決しようとする要点を記載（２５０字以程度を目安）
２．方法
　　　　　試験材料、方法及び調査方法等の要旨を文章スタイル・箇条書き１）２）３）で記載。（３５０字程度を目安）
３．研究期間を通じての成果の概要
（記入例）
（１）沖縄主要農作物（64種類）可食部のDPPHラジカル消去活性（試験管内レベルでの抗酸化活性評価指標）は、ポリフェノール含量に比例して高まった（図１）。
（２）ラジカル消去活性が最も高いグループには、スターフルーツ、島バナナ、グアバ等の熱帯原産果実が属し（図１）、プロアントシアニジンが含まれていた（データ略）。
　
　　　　　研究期間を通じての成果のポイントを文章スタイル・箇条書き（１）（２）（３）で記載。
　　　　　（８００字以内を目安）
　　　　　研究期間中に得た具体的数字、図表等を記載。研究方法、条件についての細目を記載しても良い。
　　　　　また、本文中にテキスト形式で記載できない数式等を記載しても良い。
４．研究期間を通じての成果の要約
（記入例）　　（３行以内、１２０字程度を目安にする。）
　沖縄主要農作物可食部の抗酸化活性は、ポリフェノール含量に比例して高まった。活性の高いものはサポジラ等のプロアントシニジン含有の熱帯原産果実、紅イモ等のアントシアニン含有の農作物、ニガナ等の沖縄特産野菜であった。未利用部にも高い活性が認められた。
　〔キーワード〕抗酸化活性、ポリフェノール、アントシアニン、（1行以内）
５．成果の活用面と留意点
　　　　　成果の受け渡し、公表、特記事項（特許出願等）、留意点等を、箇条書きで記載。
６．残された問題とその対応
　　　　　今後さらに検討を要する問題点及びその対応の要旨を箇条書きで記載。
説明及び記入例









